
]I 自立した地質調査所（明治15年ー38年）

地歿調査所が設立された明治15年(1882)から日露戦争が終結する明治38年 (1905)までは，

所属や組織の変更の多い時期であったが，工業試験所の設立，土性調査事業の農事試験場移管な

どにより，地質調査事業一本化の方針がしだいに明確になっていく時期である。一方この時期に

多くの業績を残した外国人指導者は逐次去って，日本人独自の力で事業が推進されるようにな

る。初期の地歿調査の成果は明治30年代に集大成されている。

1. 組織の変遷

明治14年12月に地質課が提出した業務拡張案が認められて，明治15年2月13日， 農商務省直轄

の地喪調査所が設立された。和田維四郎が所長となり， 2月23日には

地歿調査所ハ地下埋蔵ノ天産物ヲ探リ殖産ノ富源ヲ究メ産業改進ノ方法ヲ考案シ其適

用ヲ指示スル所ナリ其分掌ヲ定ムル左ノ如シ

地質係

地質ヲ調査シテ地贋図ヲ調製シ砿産物ノ所在多穿井良否ヲ査定ス

土性係

土堀砿肥等ヲ調査シテ土性図ヲ調製シ土歿卜植物トノ反応関係ヲ精査ス

分析係

産業ノ材料ヲ試験若クノヽ分析シテ改進ノ針路ヲ示シ又特二起業ノ方法ヲ案ス

地形係

地形ヲ測枇シ山川ノ位匠高低ヲ実測シテ地形図ヲ調製シ殖産材料ノ所在井運搬ノ便否

ヲ考案スルノ用二供ス

庶務係

所中公文ノ受付所員ノ進退及ヒ他係ノ主管二屈セサル事務ヲ掌理ス

とする処務規定が定まった。この処務規定では地質 ・土性 ・分析 ・地形の各業務がそれぞれ個別

的に扱われており， ともすれば相互の連携を欠く恐れがある。しかし明治16年3月9日付の地腐

調査事業順序（分棠規定）第 1条によれば，

地贋調査所ハ股工業勧奨ノ目的ヲ以テ全国ノ地質調査ヲ施行スル所 トス

と節単明瞭になってお り，土性調査に関しては土壌と肥料との関係に直点を脱かず，分析試験は
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明冶15年地質調査所設立の文書（法規分類大全より）
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地歿係・土性係の採取した材料の分析を優先させている。コルシェルトの土性 ・分析業務の構想

は排除され，ナウマンの地質調査璽点方針にもどったわけである。とくにその第22条に

掛長ハ主管ノ事業二就イテハ地質調査監督ノ指揮命令ヲ遵守スヘシ

とあり，規律の厳正を徹底させている。監督とはナウマンのことである。なお明治15年 1月に地

形係長シュッ トが解傭され， 11月にはドイツの農学者フェスカ (M.Fesca)が土性係長となって

いる。

原田 豊吉

明治18年12月28日，地歿調査所は地質局と改称され，和田維四

郎が局長心得に，原田農吉が局次長心得になった。 ドイツに留学

し，オースト リアの地歿調査所に勤めていた原田は明治16年に帰

国して入所している。なおコルシェルトは明治17年に，ナウマン

は18年に解傭されている。処務規程第10条によれば

地既局ハ全国地質及土性ヲ調査鉱床験定及工業ノ原材

料実験ノ事ヲ半Jレ

とあり ， 地歿 • 土性 ・ 分析・地形 ・ 庶務の 5 課が置かれている。

この分析課の業務は再び工業上有用物料の分析とその適否実験と

なった。工業上の要請による分析試験が地預調査に関する材料試

験を上まわっていたためであろう。はたして明治19年2月26日，分析課は総務局移管となった。

農商務省官制第5条によれば，総務局分析課の事務は

ー、有用物料ノ分析及其適否実験二関スル事項

ー、分析試験及其実験報告文書編纂ノ事

とあり，農商務省全体の分析業務を扱うことになっている。分析課長は高峰談吉で，翌20年から

1年間はドイツの化学者ワグネル (G.Wagner) が分析顧問となった。 21年4月には高山甚太郎

が分析課長となっている。

なお地質局設立と同時に，農商務省に鉱山課が置かれた。これは18年12月にエ部省が廃止さ

れ，鉱山事務が牒商務省に移管されたことによる。鉱山課は19年2月に鉱山局となった。後に地

歿調査所はこの鉱山局と深いかかわりをもつことになる。

明治19年3月，和田維四郎は地竹局長に，原田豊吉は局次長になった。この年の5月6日に

は，赤坂区葵町にあった庁舎はあげて麹町区道三町の本省内木造2階建の庁舎に移った。今の大

手町付近である。和田維四郎は明治22年から26年まで鉱山局長を兼務している。和田はこの間鉱

業条例の施行に尽力した。また和田は明治18年から24年まで，原田は19年から22年まで東京大学

教授を兼務している。当時地歿調査所と東京大学とが密接な関係にあったわけである。

- 17 _ 



麹町区道三町庁舎の位置図（東京地質図の部分）

麹町区道三町の現在地

（この地図は，国土地理院発行の2.5万分の I

地形図「東京首部」を使用したものである）

明治23年6月20日，地喪局は廃止され，新たに牒商務省外局として地黄調査所が設腔された。

この時分析課は復帰し，地質 ・土性 ・分析・地形の4係となった。 26年3月，地質調査所の創建
こ ちぺただつね

に尽力した和田維四郎が退官し，後任所長には巨智部忠承が就任した。翌27年10月にはフェスカ

が解傭され，地質調査所は全く外国人指導者の手を離れることになった。

明治30年 6月 1日に地質調査所は鉱山局地質課となるが，翌31年10月には地歿調査所に復帰し

ている。この間の事情については明らかでないが，かつて殷林行政からの離脱に腐心した地腐調

査所は，この頃からしだいに鉱山行政の影態を受けるようになる。明治33年6月，農商務省に新

7: 

巨智部忠承 高 山 甚太郎
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たに工業試験所が設慨され，仮事務所が地袈調査所内に置かれた。初代所長は高山甚太郎で，明

治36年には越中島に本庁舎ができた。この年に鉱工業部門の依頼分析業務はすべて工業試験所に

移管されており，多目的だった地歿調査所の分析業務は「地朋調査二必要ナル材料」の分析試験

に限定された。

明治34年には煤商務省内に肥料鉱物調査所が設骰され，地質調査所で実施していた燐鉱調査は

ここに移管された。初代所長は土性係長だった恒藤規隆である。さらに明治38年4月，これまで

地骰調査所の基幹業務の一つであった士性調査事業が農事試験場に移管された。こうして明治30

年代に地偲調査所の業務は地黄調査に一本化されていくが，反面業務移管のたびごとに予箕と定

員が削減され，業務の運営にも支障をきたすようになった。これを補ったのは明治33年から臨時

喪でまかなわれた油田調査事業である。これは36年には経常業務となり，定員も増加している。

2. 事業の概要

明治13年に開始された地袈調査は順調に進み，第 1 回 • 第 2 回•第 3 回調査区城の調査および

全国予察調査は明治16年ごろまでにはほぼ終了している。明治17年はその調整 ・総括の年であっ

た。これらの成果は，翌18年ベルリンで開かれた第3回万国地質学会議に出品された下記の地図

類からうかがうことができる。

1. 全国地質略図（縮尺不明）

2. 全国山脈略図（高距200m)

3. 全国火山温泉位屈及近代地震図

4. 全国海浜古今沿革図

5. 全国鏑力図

6. 甲斐国土性予察図

これらの現物はいずれも現存していないのでその内容は詳らかでな

いが， この時点ですでに全国地歿略図がまとめられていたことは注目

に価する。恐らくナウマンが作成したものであろう。 和田維四郎は別

にDieKaiserliche geologische Reichsanstalt von Japan (日本帝国地竹

調査所）と題する一書をまとめ，この中で地歿調査所の内容を紹介し

• 1 33̀  

匹

KISI;RUCIIE 

i--I 

言t:
.. u皿l山山9--“皿•一

’̀ ”̀ ”'●● ●贔●上
・---,,:., 

i 
ている。明治17年2月，地黄調査事業視察のためヨーロッパに出張し 1・ ミ
た和田は，万国地質学会議に出席する予定であったが，病気のため181 

て‘可-- - ~. 

年 7月に帰国した。なおこの会議にはドイツに帰ったナウマンが参加 第3回万国地質学会議にむけ
て出版された地質調査所の紹
介本（和田維四郎著）している。
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20万分の 1地袈図幅は明治17年に西山正吾の「伊豆」や鈴木敏の「横浜」などが完成し，以

後関東地方を中心に毎年出版されるようになった。 40万分の 1予察図も明治19年に東北部が完成

し，明治27年までに東部，中部，西部，西南部が出版されて，ょうやく北海道を除く日本の地預

の概要が把握された。しかし東北部は調査の精度が落ちていたため，明治35年に改訂 され てい

る。日本の地奨構造について，ナウマンと原田豊吉の見解は相違していたが，構造区分そのもの

には大差がなかった。明治18年にナウマンは「日本群島の構造と生成」を著して日本列島形成史

を論じ，原田は明治23年に「日本群島」 （独文）を著して日本の地質を詳細に説明した。これは

最初の日本地質誌であろう。原田はこの年に 300万分の 1日本地質図をも作成している。これは

フェスカ著「日本地産要党図」 （牒産アトラス）中に含まれているため，今日でもあま り知られ

ていないが，地質調査所が設立されてから 8年目にして総括された日本地残図として疫重なもの

となっている。

当時の地質調査所出版の逐次刊行物についてみると，明治15年に地質調査所年報が創刊され，

図幅調査以外の調査報告はすべてこれに載せられた。内容の大半は分析と土性に関するものであ

った。これは明治17年報第 1号で終っている。明治19年からは地預要報が刊行されている。定期

刊行物ではないが年1~ 2冊出版し，昭和15年まで継続された。この他に明治28年に分析試験報
文第 1号を発行したが，これは29年の第2号で終刊となっている。また明治29年発行の砿肥調査

報文は第 1号のみで終っている。

た＇ 喝
J,I J’.I •ヽI S('11 1: N I N S t 1, N 
い 』999h9999お 9いロ バ●●99̀‘""  

I、. T~こ心 II••凸

｀い9●~·"·

↓↓ ・ - • ” ’ -•·•- • - ~. 

~ ’ ~ ~ ~ • 

謀、 ー ・て

原田豊吉の「日本群島」表紙 地質調査所年報第 1号表紙
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こぷ
地質要報第1号表紙

40万分の 1予察図全5葉が完成してから 2年後の明治29年に，地形係の戸川為継と鈴木消忠が

100万分の 1日本地形全図を完成した。これを基図としたJOO万分の 1「大日本帝国地骰図」は，

明治30年 (1897)にロシアのセントベテルスプルグ（今のレニングラード）で開かれた第7回万

国地骰学会議に出品された。この会議には巨智部忠承と恒藤規隆が参加している。 一般向けの邦
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文版100万分の 1 「大日本帝国地黄図」は明治32年に公刊され， その説明害は翌33年に出版され

た。英文版の地歿図と説明害の出版は明治35年 (1902)である。なお1900年にパリで開かれた万

国博究会および第8回万国地質学会議にもJOO万分の 1の日本地賎図が出品され，好評を博した。

こうして日本の地賀の詳細が世界に知られるようになった。明治36年には200万分の 1 「大日本

帝国地預略図」を出版している。

このような地質調査業務とは別に，官民依嘱

による各種の調査も行なわれた。これらは特別

調査と呼ばれている。この時期に多かった調査

としては鉄鉱床 • 石炭調査，水脈調査，温泉調

査，被災地調査，築港予定地の底烈調査，貯水

池調査などである。鉄鉱床 • 石炭調査は明治20

年代に躾中しているが，これは製鉄所建設のた

め股商務省内にできた製錆事業調査委員会や臨

時製鉄事業調査委員会の依嘱によるものであ

る。明治26年6月17日， 三浦宗次郎と西山惣吉

が吾妻山の爆発で殉職した。これは緊急の災害

調査であった。また日消戦争中の明治28年には

大本営の命により巨智部忠承 ・鈴木敏 ・鴨下

松次郎らが金少1、I半島（遼東半島の先端部）の地

質・土性調査を行っている。海外調査の始まり

三浦宗次郎吾妻山殉難の碑（懐古録より） である。日露戦争になると海外調査は活発にな

る。牒商務省企画による井上蒻之助・金原信泰 ・伊木常誠らの

韓国全道の地質 ・鉱産調査，大本営依嘱による金原信泰 ・小川

琢治らの満洲の地質 ・鉱産調査，関東民政署依嘱による小川琢

治 ・大築洋之助らの満洲の地黄 ・鉱産調査などがそれである。

一方，明治20年代の終りから30年代の始めにかけて，石油調

査の要約が急増してきた。これについては「各地ヨリ調査ノ訥

求頻々トシテ至リ遂二帝国議会ノ建議トナリ政府モ亦之ヲ容レ

三十三年二至リテ臨時油田調査職員ヲ四キ之ヲ本所二屈シテ専

ハラ調査二従事セシメ・・・・・・」（地質調査所事業成績第三回報告）

とあるように，明治33年から12名の臨時職員により油田調査事

- 21 -
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業を開始している。所内でも精度の粗い20万分の 1の地展調査より，詳細な油田調査の実施を望

む声があった。油田第 1区は越後国東山油田で，佐川栄次郎が担当し，その結果を明治35年に2

万分の 1地竹図と説明害で著した。以後調査は第2区，第3区と継続され， 36年には経常業務に

繰り入れられている。この油田調査事業は大正2年まで継続された。

土性調査

土性調査は地歿調査とともに地腐調査所の業務の大きな柱となっていた。土性調査の方針につ

いて，牒商務卿第 1回報告（明治14年）には

土壌ノ性質二依リ植物ノ適否関係トヲ調査シ砿肥ノ所在ヲ詳ニシテ施肥ノ改良方ヲ按

ス

とあるが，第2回報告（明治15年）ではさらに具体的に

耕地及ヒ廃地ノニ調査二分チ甲ノヽ主トシテ地方特有物産出地ノ土質ヲ調査シ乙ハ原野

其他荒蕪地開墾ノ成否ヲ験シ側ラ牧場ノ現況ヲ視察シ又脳事二係Jレ百般事物ノ統計表ヲ

挫へ以テ土烈調査ノ参考二供ス其他岩石ノ標本ヲ採集シ腺テ以テ土壌ノ原歿ヲ窮メ植物

ノ標本ヲ採集シ腺テ以テ土壌植物ノ関係ヲ推シ晴雨計ヲ用ヒテ土地ノ高低ヲ定ムル等之

レ則調査業務ノ大要ナリ

と説明しており，コルシェルトの強調した施肥改良法はとりあげられていない。この土性調査事

業は明治16年ごろからフェスカによって著しく発展させられる。 10万分の 1土性図の第 1号「甲

フェスカ

斐国」 （明治18年）は恒藤規隆 ・大内 健・フェスカによって

作られた。以後土性図は毎年のように刊行され，明治37年には

37地域が完成している。フェスカは明治23年に300万分の 1「大

日本帝国地産要党図」を著した。 これは製産 (Agricultural

production)のアト ラスで，全23図（すべて300万分の 1日本地

図を基にしている）からなり，地形・地贋 ・気候 ・耕地 ・煤産

額などを図示したものである。フェスカは明治27年に解傭され

るが，土性調査事業に指導的役割を果したばかりでなく，大著

「日本地産論」（明治23-27年）を残して，明治前期日本の農業

の発展に大きく貢献している。

フェスカが帰国した後，土性調査の沢任者となった恒藤規隆は，明治32年から34年にかけて福

島県の依嘱による北会津郡の特別土性調査を行ない，35年に同地の 1万分の 1土性図及び説明書

を作成した。恒藤は明治27年に宮崎県下で燐鉱床を発見して以来，肥料鉱物の調査に培目し，特

別調査として各地の鉱肥調査を行なって，その結果を「砿肥調査報文」 （明治29年）としてまと
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恒藤規隆

めている。明治33年には臨時喪として燐鉱調査喪が認められ，

34年にかけて恒藤の指導で燐鉱調査が行なわれている。しかし

明治34年に股商務省に肥料鉱物調査所が新設されたため，業務

はここに移管された。初代所長は恒藤規隆である。また鴫下松

次郎らは足尾鉱森事件に関して，明治35年に群馬・埼玉・栃木

・茨城県下の鉱毒被害地調査もしている。こうして土性調査は

炭業の基礎として重視され，各府県からの調査依頼も多かった

が，明治38年4月，事業のすべては牒事試験場へ移管された。

分析試験

明治15年に設立された地笠調査所の分析業務は

産業ノ材料ヲ試験若クノヽ分析シテ改進ノ進路ヲ示シ又特二起業ノ方法ヲ案ス

とあり，主として工業材料試験に重点が慨かれている。これはコルシェルトの業務拡張方針によ

るものである。しかし，明治16年3月9日の事業順序によれば

分析掛ハ地歿掛井二土性掛ノ採取シタル材料ヲ分析シ工業上有用ノ物料二就テハ適応

ノ試験ヲ施行シ••…•

とあるように，地阿 ・土性調査に応じた材料の分析が優先されていた。ところが明治16年から土

壌の分析試験は土性係で行なわれるようになったため，本係では鉱石・珪石 ・ ろう石 • 水 ・ 漆な

どの分析試験を行なっている。明治17年からは石炭の分析にも着手した。この結果は明治25年に

「内国産石炭分析表」として著されている。採録された石炭は758種に及んでいる。

明治18年に地喪局ができてからは，分析業務は総務局分析課に移るが，明治19年3月6日付の

処務順序によれば

ー、牒工業等二所用ノ原料ヲ分析シ或ハ之ヲ実地二試験シ以テ其応用適否等ヲ究薮シ又

.Iヽ 之レカ改良ノ方法ヲ審案スヘシ

二、本省各局ノ事業上所要ノ分析試験ヲ施行シ……

とあるように，分析の対象は農工業原料の全般に及び，煤商務省の分析試験所の感がある。分析

業務は明治23年6月に地賎調査所に復帰し，以後は地府調査に必要な材料と工業原料の分析試験

が主になる。明冶25年には依頼分析が制度化され，手数料をとって行なわれるようになった。明

治20年代には製鉄事業調査のため石炭のほか耐火煉瓦・コークス・鉄鉱石の分析試験が多くな

り，明治30年代には足尾鉱毒問題に関連した分析試験が行なわれている。

以上のような分析試験の結果は，明治14• 15年の「地歿調査報文分析之部」，総務局時代の「分

析報文」（第 1 冊•第 2 冊），明治1 9年創刊の「地腐要報」，明治28年からは「分析試験報文」に発
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表された。とくに初期にはコルシェルト・高山甚太郎の論文が多い。地府・土性調査の成果が乏

しかった明治10年代には，分析業務が地顔調査所の存立をささえていたともいうことができる。

地形測量

地形測駄の目的は地歿および土性調査に必要な実測地形図を作成することにあり ，陸地測仇部

の地形図作成がまだ整わなかった当時は，地質調査所発行の地形図が大いに利用された。明治16

年3月の地質調査所順序によれば

第六条 地形係ハ全国ノ地形ヲ測紐シ地形図ヲ調整スヘシ製図法ハ地勢ノ真状ヲ模出ス

ルヲ主要トス・・・・・・

第十条 地図類ハ総テ経緯度二従ヒ全国ヲ分割シ切図トス其各図ノ紙幅ハ経線一度及緯

線半度ヲ以テ分界トシ長方形ヲ成スモノ トス

などと規定されている。これらの地図類は東経136°を中央子午線とし，北緯36゚ を中央緯線とし

たボンヌ投影図法で調製された。測址の方法については，明治19年6月25日の地歿局処務順序で

は次のように定められている。

実測ニハ平面卓批程車携帯経緯儀測向羅盤水銀晴雨計空盆晴雨計携帯寒暖計ヲ用ヒ又

臨時経緯儀鏃力計六分儀時辰儀等ヲ用フコトアルヘシ

実測野稿図ノ比例尺ヲ五万分ート定メ其実測ノ方法ハ泣程車ヲ以テ測線ノ距離ヲ址リ

平面卓ノ図紙上二於テ山川湖海道路市邑等現地ノ剪状ヲ記載シ経緯儀或ハ測向羅盤ヲ以

テ路傍諸山ノ高度及方位ヲ測リ又各要地二於テ晴雨計寒暖計ヲ観測シ海面上ノ高距ヲ箕出

スルノ用二供ス

このようにして20万分の 1 （地質図幅用）， 40万分の 1 （予察地質図用）， 10万分の 1 （土

性図用）， 油田地形図の他，随時特定地域の地形図を作成し，各縮尺の日本全図を調製していっ

関野修蔵

た。日消 ・日露両戦争の時期にも地質 ・土性調査と平行して地

形測址が行なわれている。

なお，地質調査所では明治15年から16年にかけて全国地磁気

測批を行なっている。これは第 1回極年 (1882-1885)にあた

り国際協同観測の一環として実施されたもので，関野修蔵 ・神

足勝記が地磁気の3成分の全国測定を行ない，その結果は等磁

力線図としてまとめられた。これは第3回万国地質学会謡に出

品された全国鏑力図である。使用した計器は地理局がドイツの

カールバンベルグにとくに造らせた携帯用磁力計2個で，観測

点は東京市内4カ所のほか北海道から九州まで 181カ所に及ん
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でいる。この地磁気の測定は明治20年から東京大学のノット・長岡半太郎・田中館愛橘らによっ

て開始された全国地磁気測址の先駆をなすものとして注目される。
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プラウンス夫妻とその弟子たち （プラウンスはナウマン後任の東京大学地質学教授）

前列左から 山下伝吉，ブラウンス，プラウンス夫人， 三浦宗次郎，横山又次郎
後列左から 窟士谷孝雄，（不明），（不明），西松二郎， 巨智部忠承，（不明），鈴木敏，中島謙造

前列左から

中列左から

後列左から

~^ . '• A タ匹さ.,..2:..,· . •
さ•,•クつ·2. , 

＇ベ・ 知曇翌．：：蝉1訳滋バ況天ア屯翌悦がなわ戸戸m,迅...,..,.
麹町区道三町時代の地質調査所員 （懐古録より）

神足勝記，（不明）， （不明），山上万次郎，（不明），鈴木敏，遠藤隆吉，（不明）

（不明）， （不明），高山甚太郎， （不明）， 和田維四郎， （不明），（不明），（不明）

中品謙造 （不明），太田健吉郎，（忍明）し， 鈴木民作， 恒藤規靡（不明）， 巨智部
忠承，フェスカ， （不明）， （不明）， 二l柑宗次郎， （不明）
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